第２１回東京都５年生サッカー大会
第一ブロック
競技方法　（１）リーグ戦及びトーナメント戦
　　　　　（２）試合時間４５分(３ピリオド制）とし、インターバルは３分とする。
　　　　　　　　トーナメント戦で規定の競技時間内に勝敗が決しない場合はＰＫ
　　　　　（３）準決勝以降は５分ハーフの延長戦後ＰＫ
　　　　　（４）８人制による競技とする。
　　　　　（５）コートの広さは６５ｍ×４８ｍを基本とする。

　　　　　（６）審判は３人制を採用する。（中央大会は1人制）
　　　　　（７）3ピリオド目のコートは試合前にコイントスで決める。
競技規則　大会実施年度の㈶日本サッカー協会規則による。
　　　　　但し、以下の項目については少年用として大会規則を定める。
（1） 試合ごとに１２名以上の登録でチームを構成する。必ず１２名以上の選手が出場しなければならない。選手は１試合２ピリオドしか出場出来ない。
（2） 交代の手続はサッカー競技規則第３条に則る。（５競技運営(５)参照）
（3） 試合途中、怪我などの理由で１１人になった場合はその試合は続行するが、
　　　 次の試合は参考試合とする。
（4） 本大会において、退場を命じられた競技者は、次の１試合に出場出来ない。
　　　（それ以降の処置については本大会規律委員会で決定する）
（5） 退場のピリオドは７人で戦い、次のピリオドは退場者を除く８人で行える。
（6） ベンチに入ることのできる人数は制限しない。但し引率指導者は３名とする。　　
＊引率指導者は２名は必ずベンチに入らなければならない。
（7） テクニカルエリアを設置しない、戦術的指示はベンチにおいて立ってその都度ただ１人の引率指導者が伝えることができる。
　　　 指示を与えた後は所定の位置に戻らなければならない。
（8） 負傷した競技者の程度を確かめるために入場を許される引率指導者の数は１名とする。
（9） 本大会に参加する競技者は、選手登録証（写真貼付されたこと。）不携帯の競技者は当該試合への出場を認めない。未登録選手はベンチには入れません。
競技：運営について
　　　　　　（１）チームベンチ
　　　　　　　　＊ベンチは、ピッチに向かってトーナメント表の左が左側ベンチ、右が右側ベンチを使用して下さい。リーグ戦では、表の上または番号の若い方が左側。
　　　　　　（２）試合前のウォーミングアップ会場
　　　　　　　　＊指定された場所で。
　　　　　　（３）試合中のウォーミングアップ　　
　　　　　　　　＊ベンチ後のスペースをご利用下さい。但し、ボールの使用は禁止です。
　　　　　　　　＊ハーフタイムのピッチは使用出来ません・
　　　　　　（４）メンバー表の提出
　　　　　　　　＊各試合３０分前に選手証と共にコート本部へ提出して下さい。
　　　　　　　　＊メンバー表は指定用紙に記入しコート本部へ提出。
　　　　　　（５）ユニフォームについて
　　　　　　　　＊審判部の指示に従って下さい。
　　　　　　　　＊正副・濃淡２着を用意すること。（パンツ、ストッキングも含む）
　　　　　　　　＊背番号のついてるもの。（特例あり）（中央大会は胸番が必要です）
　　　　　　　　＊ゴールキーパーのユニホームに係る事項について

　　　　　　　　　　試合当日、戦術的な理由または、緊急避難的にフィールドプレーヤーが　　　　　　　ゴールキーパーを努める場合、他の競技者および審判員と区別できる色の

　　　　　　　　　　ジャージまたはシャツの着用で対応することが出来る。

ただし、試合前日までに起きた理由では、この限りではない。

　　　　　　　　　　また、フィールドプレ－ヤーに代わる可能性があるゴールキーパーは最初から、　　　フィールドプレーヤー用のショーツおよびソックスを着用する事が出来る。

なお、いずれの場合でも、その競技者の固有番号表示は義務付けない。
　　　　　　　　＊ユニフォームチェックは朝の打合せ終了後、リーグ戦グループごとに行う。
　　　　　　（７）メンバーチェックについて
　　　　　　　　＊選手は試合開始２０分前に指定集合場所でチェックを受けること。
競技規定付記
　　　　　　ルールの基本的な考え方

　　　　　　　　：選手のフェアプレー精神を養う。

　　　　　　　　：審判員を信頼し、判定に対して不平不満を表さない。

　　　　　　　　：指導者や、保護者、応援する大人など、大人のフェアプレー精神を養う。

　　　　　　審判員の運営上の留意点

　　　　　　　　：よく動き、良い位置取りを心がけて説得力のある判定を目指す

　　　　　　　　：オフサイドの判定については、主審の見解で明確な場合のみ罰し、原則的に　「疑わしきは罰せず」の考え方をとる。

　　　　　　　　　スローインについては、ファールスローなどの原則を探すのではなく、明らかな場合のみを罰し指導を行う。

　　　　　　　　：フェアプレー精神、良いマナーを養う目的から判定に対してや、他人に対しての言動にも注意をはらい、指導していく。

